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令 和 元 年 度 令和元年８月 1 6 日

農作物病害虫発生予察情報 秋田県病害虫防除所

全県域で穂いもち多発のおそれ
～ 葉いもち多発ほ場及び上位葉の発病ほ場では、穂いもち防除を徹底 ～

１．病害虫名：穂いもち

２．発生作物：水稲

３．発生地域：全県

４．発生時期：－

５．発 生 量：多い

６．注意報発表の根拠（現在までの発生状況と今後の発生予想）

（１）８月１～２半旬に実施した抽出ほ場調査の結果（全県80地点調査）、全県の葉いもち発病株

率が20.9％（平年4.1％）と高く、穂いもちの伝染源になる上位２葉の発病株率は4.0％（平年

1.0％）で高かった（表-１、図-１、２）。これは穂ばらみ期調査（７月４～５半旬実施）の葉

いもち発病株率11.6％、上位２葉の発病株率0.2％に比べ急増している。

また、全県の発病地点率は61.3％（平年26.0％）で高く、上位２葉の発病地点率は20.0％（平

年13.8％）でやや高かった（表-１）。

（２）８月15日に仙台管区気象台から発表された東北地方１か月予報によると、向こう１か月の

気温は高い、降水量はほぼ平年並と予報されている。

以上のことから、葉いもちが多発ほ場及び上位葉で多く見られるほ場では穂いもちが多発する

おそれがある。

７．防除対策

本年は、ほ場によって葉いもちの発生程度が異なるので水田内に入って発病状況をよく観察する。

葉いもち多発ほ場及び上位葉（止葉及び次葉）に発病が認められるほ場では、穂いもちの発生・

拡大を防ぐために、次により追加防除を実施する。

また、本年の出穂期は８月２日（平年８月４日）で平年より２日早い（各地域振興局）ことから、

ほ場の出穂状況に合わせて以下の防除対策を実施する。

（１）穂揃期の防除に加え、傾穂期に追加防除を実施する。傾穂期以降の穂いもち防除には、ラブ

サイド剤を使用する。

（２）無人航空機等による防除を計画している場合は、天候等により防除適期を逃す場合があるの

で、個人防除に努める。

（３）最終防除時期は出穂後25日頃までとし、防除に当たってはフサライド※の使用回数、収穫前日

数に注意する。

※ラブサイド剤の有効成分であるフサライドの使用回数は３回以内で、使用時期は収穫７日前

までである。
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８．資料

【 問合せ先 】

秋田県病害虫防除所 ℡ 018-881-3660

秋田県農業試験場 ℡ 018-881-3326

掲載HP https://www.pref.akita.lg.jp/bojo/

表-１　抽出ほ場調査における葉いもちの発生状況（8月1～2半旬）

県北部 10.3 (3.0) 66.7 (23.6) 1.8 (0.9) 20.8 (14.7)

県中央部 32.3 (2.0) 75.0 (16.8) 5.8 (0.3) 20.8 ( 6.8)

県南部 17.5 (5.7) 46.9 (34.2) 3.8 (1.2) 18.8 (17.5)

全県 20.9 (4.1) 61.3 (26.0) 4.0 (1.0) 20.0 (13.8)

概評
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図-２ 抽出ほ場における上位２葉
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図-１ 抽出ほ場における葉いもち

発病株率(８月１～２半旬)


